
令和６年度   （ 商業 ）授業計画表 

教科名 科目名 単位数 学年・講座 教科書名（発行所） 

数学 簿記 ４ ３年１組Ⅰ型    新簿記 （ 実教出版 ） 

学習の 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 

１ 基本的な簿記の流れをしっかり理解することが大切である。そして、問題集の基本問題、応用問題、検 

定問題と繰り返して解いていくことにより、理解の定着を図る。 

２ １月に全商簿記実務検定を受験する。 

評価 

の 

観点 

・ 

評価 

方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 

 

 簿記に関する基礎的・基本的

な技術を身に付け、適正な会計 

 処理を合理的に計画し、その技

術を適正に活用する。また、複

式簿記の基本的な仕組みについ

て理解し、系統的な会計処理を

行うことができる。 

・  適正な会計処理を行うことを

目指して、思考を深め、始祖的・

基本的な知識と技術を基に、ビジ

ネスの諸活動に携わる者として

適切に判断し、表現する創造的な

態度を身に付けている。 

・ 

 

 簿記について関心を持ち、適正

な会計処理を行うことを目指し

て、主体的に取り組もうとすると

おもに、会計処理を行う実践的な

態度を身に付けている。 

  上記の観点を踏まえ、定期考査、出席状況、授業態度、提出物、課題、小テスト等を総合的に判断して行う。 

 授  業  内  容 時間数 学 習 の ポ イ ン ト 

一 

 

 

 

 

 

 

学 

 

 

 

 

 

 

期 

第5編 取引の記帳 

 第24章 特殊な手形取引 

 第25章 有価証券の取引 

 第26章 本支店会計 

 

 

第6編 決算(その2) 

 第28章 決算整理(その2) 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

＜期末考査＞ 

 

 発展編 株式会社の取引 

  第29章 株式会社の取引と財務諸表 

   

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 〇手形の裏書譲渡 割引 書き換え 不渡り 

〇有価証券の取得と売却 

〇本支店会計の独立 本支店間取引 財務諸表の合併  

 支店相互間取引 

 

 

〇費用・収益の繰り延べと見越し 有価証券の評価 

 定率法による減価償却 郵便切手などの未使用分 

 損益計算書と貸借対照表の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇株式会社とは 株式会社の設立 

 

 

 

 



二 

 

 

 

 

 

 

学 

 

 

 

 

 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜期末考査＞ 

 

 

 

 

 

26 

 

 

 

 

 

32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

〇株式の発行 純利益の計上 余剰金の配当と処分 株式会社 

の税金  

 

 

 

 

〇財務諸表の作成 

〇総合記帳演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇総合記帳演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 

 

 

 

学 

 

 

 

期 

 

  

  

  

  

＜学年末考査＞ 

  

  

家庭学習 

10 

 

 

 

 

 

 

 

16 

 〇総合基調演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総 時 間 数 140 

 


